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「道後温泉 歴史漂う景観まちづくり」

道後温泉誇れるまちづくり推進協議会

資料－３
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道後地区の概要
■道後地区の位置
・ 市街地中心部に近接した位置（北東）にある。
■アクセス
・ 中心地からは路面電車・路線バスで１５分前後
・ 復元した「坊っちゃん列車」も運行

■観光関係推定データ（平成１８年）
・ 市の入込観光客数 ４，９３８千人（前年比２．３％増）
※しまなみ海道開通時は６，０９８千人

（Ｈ１１年比１９．０％減）

・ 道後温泉入浴客数 １，１３１千人（前年比４．２％減）
※1日当り約３，０００人強の入浴客
※しまなみ海道開通時は１，４５４千人

（Ｈ１１年比２２．２％減）

・ 道後温泉宿泊客数 ８２０千人（前年比０．１％減）
※市内主要ホテル・旅館は増加傾向
※しまなみ海道開通時は１，２９８千人

（Ｈ１１年比３６．８％減）
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江戸時代後期の道後温泉

■昔の道後温泉周辺の町並み
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明治４３年の道後温泉

道後の町並み（明治）
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道後の町並み（大正）

道後の町並み（昭和）
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道後温泉駅前

放生園 足湯 放生園 からくり時計

■今の道後温泉周辺の町並み
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道後の町屋 路地裏

商店街
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坂道 ときわ荘付近

水口酒造
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伊佐爾波神社 伊佐爾波神社付近

伊佐爾波神社付近
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平成１９年に発売された「ミシュランガイドブック」で、最高評価の三ツ星を獲得

【国内で３ツ星を獲得したのは、姫路城（兵庫県姫路市）や東大寺（奈良市）など５１施設。
道後温泉本館は、四国で唯一の三ツ星施設 】

■現在の道後温泉本館
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道後温泉歴史漂う景観まちづくりに
関わる組織・活動

■道後温泉誇れるまちづくり推進協議会
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■道後温泉誇れるまちづくり推進協議会の取組み実績

０４．０８ 道後温泉誇れるまちづくり推進協議会発足
１３．１１ まちづくりの実態調査

「ナイトウォーク、他テーマ別の踏査」実施
１４．０６ 道後グランドデザイン21発表

「DO！GO！21～ｸﾗｼｯｸ＆ﾓﾀﾞﾝ・道後をめざして～」
１６．０４ 「道後のみち再生プロジェクト」企画書（市へ提出）
１７．１０ 道後温泉カジュアルフォトコンテスト
１７．１１ 道後村めぐりワークショップ実施
１７．１２ 景観まちづくり宣言づくり学習会開催
１８．０１ 道後温泉景観まちづくりフォーラム開催
１８．０６ 道後温泉歴史漂う景観まちづくり宣言『道後百年の景』

道後地区ファサード整備研修会開催
景観配慮活動に対する顕彰（屋外広告物自主撤去３件）

１８．０９ 本館周辺・道後温泉駅ファサード整備関係者交渉開始
１９．０６ 道後温泉周辺ファサード整備フォーラム開催
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「道後百年の“景”」
道後温泉歴史漂う景観まちづくり宣言

■道後温泉誇れるまちづくり推進協議会の活動
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道後温泉歴史漂う景観まちづくり宣言
『道後 百年の“景”』

道後温泉本館を中心とする道後温泉地域の歴史的文化道後温泉本館を中心とする道後温泉地域の歴史的文化
的空間は、松山市民の全国に誇りうるかけがえのない共通的空間は、松山市民の全国に誇りうるかけがえのない共通
の財産です。の財産です。
私たち地域の住民及び事業者は、先人の志を受け継ぎ更私たち地域の住民及び事業者は、先人の志を受け継ぎ更

に発展させ、道後温泉が百年後にも誇れる地域のシンボルに発展させ、道後温泉が百年後にも誇れる地域のシンボル
となるよう、景観の修景、伝統の奥行きや深みの再現、そしとなるよう、景観の修景、伝統の奥行きや深みの再現、そし
て新しい価値の創造が必要と考えます。て新しい価値の創造が必要と考えます。

このため、美しく魅力的で活力のある都市型温泉郷空間このため、美しく魅力的で活力のある都市型温泉郷空間
の実現を目指し、歴史漂う景観づくりに取り組むことを宣言しの実現を目指し、歴史漂う景観づくりに取り組むことを宣言し
ます。ます。
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道後温泉 歴史漂う景観まちづくり宣言

① 私たち、道後温泉地域の住民、事業者、ＮＰＯ等の関係私たち、道後温泉地域の住民、事業者、ＮＰＯ等の関係
者は、自らを景観形成の主体と認識し、市民並びに行政者は、自らを景観形成の主体と認識し、市民並びに行政
の理解と協力のもとに地域一丸となり、三千年にわたるの理解と協力のもとに地域一丸となり、三千年にわたる
日本最古の温泉地としての風格を思い起こし、百年後に日本最古の温泉地としての風格を思い起こし、百年後に
おいても誇れる「歴史漂う道後温泉景観」の実現に努めおいても誇れる「歴史漂う道後温泉景観」の実現に努め
ます。ます。

② 私たちは、国際観光温泉文化都市・松山における道後私たちは、国際観光温泉文化都市・松山における道後
温泉の将来像を「クラッシク＆モダン・道後」とする合意温泉の将来像を「クラッシク＆モダン・道後」とする合意
のもと、伝統ある温泉地であることを再認識し、先人ののもと、伝統ある温泉地であることを再認識し、先人の
知恵に学び、知恵を活かし、湯の街情緒豊かで賑わい知恵に学び、知恵を活かし、湯の街情緒豊かで賑わい
のある文化的空間、歴史と新しさが融合した景観を持つ、のある文化的空間、歴史と新しさが融合した景観を持つ、
美しい町並みの形成に努めます。美しい町並みの形成に努めます。
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③ 私たちは、まちの景観は公共のものであることを理解し、私たちは、まちの景観は公共のものであることを理解し、
道後に居住する者並びに事業を営む者の自覚と責任に道後に居住する者並びに事業を営む者の自覚と責任に
おいて、「日常の人の営みを魅力化」することが「人の心おいて、「日常の人の営みを魅力化」することが「人の心
を動かす魅力的な景観づくり」であることを常に意識し、を動かす魅力的な景観づくり」であることを常に意識し、
まちづくりの原点である個人の美しい行動と美しい事業まちづくりの原点である個人の美しい行動と美しい事業
活動に努めます。活動に努めます。

④ 私たちは、道後温泉の景観に深い歴史性を表現私たちは、道後温泉の景観に深い歴史性を表現するたするた
めのめの象徴及び景観保全の核として、古代から今日に象徴及び景観保全の核として、古代から今日にわたわた
りり各時代で愛されてきた温泉施設の復元に取り組み、温各時代で愛されてきた温泉施設の復元に取り組み、温
泉と浪漫に浸り、道後そのものが体感でき、湯巡りも泉と浪漫に浸り、道後そのものが体感でき、湯巡りも楽し楽し
める「道後ブランド」を次代に継承発展させる景観づくりをめる「道後ブランド」を次代に継承発展させる景観づくりを
進めます。進めます。



18

⑤ 私たちは、景観形成は公益に深くかかわる行為である私たちは、景観形成は公益に深くかかわる行為であるここ
とを認識し、景観に影響を及ぼす様々な活動は、周辺ととを認識し、景観に影響を及ぼす様々な活動は、周辺と
の調和や地域の歴史文化等との融合を図りつつ、景観の調和や地域の歴史文化等との融合を図りつつ、景観
まちづくりへの理解と啓発に努め、対話による社会的なまちづくりへの理解と啓発に努め、対話による社会的な
合意と適正な制限の下で行います。合意と適正な制限の下で行います。

⑥ 私たちは、目指すべき地域景観の将来像や景観形成に私たちは、目指すべき地域景観の将来像や景観形成に
関する方針などについて、景観法に基づく景観計画の策関する方針などについて、景観法に基づく景観計画の策
定を行い、景観計画区域の指定を道後温泉本館及び道定を行い、景観計画区域の指定を道後温泉本館及び道
後温泉駅周辺エリアから段階的に導入し、具体的実行を後温泉駅周辺エリアから段階的に導入し、具体的実行を
図るとともに、さらには、地域住民全員の同意が必要と図るとともに、さらには、地域住民全員の同意が必要となな
る景る景観協定による、まちづくりを進めます。観協定による、まちづくりを進めます。

⑦ 私たちは、地域住民の道後に対する誇りと来訪者に対す私たちは、地域住民の道後に対する誇りと来訪者に対す
る「おもてなしの心」を表現するものとして、「道後温泉歴る「おもてなしの心」を表現するものとして、「道後温泉歴
史漂う景観まちづくり宣言」を着実に実現していきます。史漂う景観まちづくり宣言」を着実に実現していきます。
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■「道後カジュアルフォトコンテスト」
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■「道後村めぐりワークショップ」の開催
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■「景観まちづくりフォーラム」の開催
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■屋外広告物の自主撤去 【奥道後アーチ広告撤去】
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■屋外広告物の自主撤去 【屋上広告撤去】
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■屋外広告物の自主撤去 【屋上広告撤去】
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■ファサード整備の推進



27

【ファサード整備事例】
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■まちづくり支援金
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■旅館組合とのイベント協同開催
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■神代・古代
・ 白鷺による岩間から噴出する

温泉発見の伝説
【岩間からの温泉自噴の様子を足湯として再現】

・ 大国主命と少彦名命の伝説

玉の石

道後温泉の歴史と復元したいテーマ
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■飛鳥～奈良期
・ 聖徳太子来湯（西暦５９６年）

【太子の湯】
聖徳太子来の温泉碑文に基づき、露天風呂を想像復元。

聖徳太子と湯の岡の碑文聖徳太子碑
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・ 万葉集と熟田津の由来
額田王が「熟田津に船乗りせむと月待てば潮も
かなひぬ今はこぎ出でな」の歌
【額田王の湯】
額田王の像もあわせ足湯整備。

伊予の歌
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■平安期
【伊予の湯桁】
源氏物語の「空蝉の巻」に記載され、物の数の多い例え
とされた「伊予の湯桁」を想像復元。
※空蝉の巻から・・・『指を屈めて、十・二十・三十・四十など数ふるさま、伊予の湯桁もたどたどしかるまじう見ゆ』

京都府では、今年（２００８年）、
『源氏物語』の一千年を記念する
事業を展開している。

伊予の湯桁
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■鎌倉期
・ 一遍上人と宝厳寺

【上人の湯】
一遍上人生誕の地、宝厳寺の門前に当時の湯を復元。

宝厳寺 一遍上人と湯釜



35

■室町・戦国期
・ 河野家の残した中世の城郭・湯築城

【湯泉館（ゆのたち）】
中世河野氏経営の温泉施設を復元

■江戸期
・ 松山藩と明王院における温泉経営

（松平定行は松山藩繁栄の基礎は
道後温泉にありと着目、温泉場の
建物を増やすなど、発展に尽力し
た）
【松山藩の湯】
藩の繁栄の基礎は道後温泉にあり
と着目し温泉施設を充実した松平
定行公縁の温泉施設を復元。

湯築城跡

松平定行の温泉経営
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■明治以降
・ 現在の温泉本館の建設

（伊佐庭如矢の尽力）
・ 夏目漱石、正岡子規
【ペット湯】
昭和中期まで地元で愛用
されていた農耕馬専用の
温泉施設「牛馬湯」を現代
用にアレンジしてペット専
用湯として整備。

【様々な湯】
松湯、薬湯、新湯、西湯、砂湯などの、温泉施設の復元。

寛永15年の道後

牛馬湯
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■課題

・ “良いまち”になるほどマンションが出来易くなる

【問題事例】

課題と目標
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・ 看板（屋外広告物）等の問題
【問題事例①】

けばけばしい屋外広告物等
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【問題事例②】

普通の屋外広告物

景観に配慮した屋外広告物
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■その他の課題

・町並みにおける混在

・駐車場、駐輪場、ごみ問題

・協議会の活動資金

・道後温泉本館改修工事に向
けた対策

・歴史的温泉施設群の建設の
ための湯量及び費用

駐車・駐輪による景観阻害

町の混在
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■その他の課題

・観光事業者の理解と地域住民との新しい関係づくり
（合意形成）

①建築物に規制が加わる景観計画区域指定は土地利用が
制限され地価下落のリスクを覚悟

②関係者には賃貸事業者や県外地権者等もいることから、
調整が難航

③旅館、商店街関係者以外の地域住民の理解
（法的規制や資金）
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■今後の目標【道後百年の“景”の具体化】

・ 「日常の人の営みを魅力化することが、人の心を動かす
魅力的な景観づくりである」ことを認識し、おもてなしの
“気持ち”を“かたち”に表現する。

・ 道後温泉地区における良好な景観の形成とその保全を
図るため、行政との協働により法的制度の導入を図る。

・ 道後温泉本館周辺及び駅前地区の建物の外観や屋外
広告物を「本館」と調和したデザインにする「ファサード整
備」を地域ぐるみで推進する。

・ 道後は温泉地であることの原点に立ち返り、事業者が主
体となってお客様満足度を高め、滞在時間の延長と交流
人口の増大を図る。
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■今後の目標【道後百年の“景”の具体化】

・ 道後温泉の景観に、歴史文化の豊かさを活かし、次代に
引継いでいくための象徴及び核としての温泉施設群の検
証・復元を推進するとともに、１００年後にも耐えうる“温
泉地力”をつけるよう、まさに「坂の上の雲」の志を持ち続
ける。
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おわり


